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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

回次
第52期

第２四半期連結
累計期間

第53期
第２四半期連結
累計期間

第52期

会計期間

自　平成23年
　　４月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成24年 
　　４月１日 
至　平成24年 
　　９月30日

自　平成23年
　　４月１日
至　平成24年
　　３月31日

売上高 (千円) 3,284,8782,843,5236,266,381

経常利益又は経常損失
(△)

(千円) △222,630 33,821△156,308

四半期純利益又は四半
期(当期)純損失(△)

(千円) △995,972 28,560△885,842

四半期包括利益又は包
括利益

(千円) △996,818 25,529△886,173

純資産額 (千円) 2,245,7802,381,8002,356,313

総資産額 (千円) 6,279,8696,097,1916,291,336

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期
(当期)純損失金額(△)

(円) △107.36 3.08 △95.49

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 35.8 39.1 37.5

営業活動によるキャッ
シュ・フロー

(千円) △496,187△26,675△307,736

投資活動によるキャッ
シュ・フロー

(千円) △46,958 130,198△75,873

財務活動によるキャッ
シュ・フロー

(千円) △35,408△149,491 44,224

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) 277,286 470,488 516,456

　

回次
第52期

第２四半期連結
会計期間

第53期
第２四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成23年
　　７月１日
至　平成23年
　　９月30日

自　平成24年 
　　７月１日 
至　平成24年 
　　９月30日

１株当たり四半期
純利益金額又は四半期純
損失金額(△)

(円) △32.53 11.08

　

(注) １　当社は四半期連結財務諸表を作成していますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してい

ません。

２　売上高には、消費税等は含まれていません。

３　第52期第２四半期連結累計期間及び第52期の潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、

１株当たり四半期(当期)純損失であり、また、潜在株式が存在しないため記載していません。

４　第53第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しな

いため記載していません。
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２ 【事業の内容】

当第２四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事

業の内容に重要な変更はありません。

　主要な関係会社につきましては、平成24年８月20日付で株式会社アークから三光合成株式会社へ当社株式

3,061,000株が譲渡されたことに伴い、新たに三光合成株式会社が当社のその他の関係会社となり、株式会

社アークは当社の親会社からその他の関係会社に異動しました。

なお、当社は三光合成株式会社及び株式会社アークに対し、金型の販売を行っています。
　

(注) １　平成24年9月30現在の当社議決権の被所有割合は、三光合成株式会社33.2%、株式会社アーク26.2%となっていま

す。

２　株式会社企業再生支援機構は株式会社アークの議決権の70.31%を保有しており、当社議決権を間接保有してい

ます。当該株式の譲渡に伴い、株式会社企業再生支援機構は当社の親会社からその他の関係会社に異動しまし

た。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第２四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。 

　

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第２四半期連結会計期間において、新たに締結した経営上の重要な契約は次の通りです。
　

　業務提携契約
　

契約会社名 相手方の名称 国名 契約の内容 契約期間

当社 三光合成株式会社 日本
製品・技術の開発協力、
経営資源の相互利用等

平成24年８月より1年間。以
降1年毎の自動更新

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(1) 業績の状況

当第２四半期連結累計期間の金型事業の状況につきましては、主要顧客である国内自動車メーカー各社の

新車開発需要は新興国市場向けを中心に回復傾向にあるものの、海外生産拠点の拡充や現地部品調達の流れ

が止まらず、国内の金型市場では価格の低下を強いられる厳しい状況が続いています。このような経営環境の

中、当社は昨年９月末にて関東地区生産拠点である結城工場の操業を停止し、経営資源を本社工場に集約し、

経営のスリム化と効率化を図ってまいりました。当第２四半期連結累計期間の受注は、厳しい価格競争の続く

中、セキスイブランド戦略と顧客ニーズに対応した独自の提案営業による差別化戦略を推進することにより、

前年同期を上回る実績となりました。金型事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は、結城工場の操業停止

の影響もあり1,999百万円（前年同期比15.8%減）となりましたが、海外部品調達の拡大、総固定費の削減効果

等により、営業利益は5百万円（前年同期は154百万円の損失）となりました。

産業機器事業の状況につきましては、主要顧客である大手化学メーカー各社からの高機能押出機関連設備

の引合いは低調に推移し、当第２四半期連結累計期間の受注は、前年同期を下回る実績となりました。このよ

うな状況の中、重要顧客への提案営業、訪問回数アップによる受注量拡大に努めるとともに、ＣＮＴコンポ

ジット成形、バイオプラスチックスＰＬＡコンポジット成形など成長市場への技術開発を推進してまいりま

した。この結果、産業機器事業の当第２四半期連結累計期間の売上高は844百万円（前年同期比7.2%減）とな

りましたが、変動原価削減効果等により、営業利益は20百万円（前年同期は66百万円の損失）となりました。

以上の結果、当社グループの当第２四半期連結累計期間の経営成績は、売上高は2,843百万円(前年同期比

13.4%減)、営業利益35百万円（前年同期は221百万円の損失）、経常利益33百万円（前年同期は222百万円の損

失）、四半期純利益は28百万円（前年同期は995百万円の損失）となりました。
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(2) 財政状態の分析

当第２四半期連結会計期間末の総資産は前連結会計年度末に比べ194百万円減少し、6,097百万円となりま

した。主な内訳は資産側においては、流動資産が125百万円、固定資産が68百万円減少しました。流動資産は売

上債権が104百万円増加しましたが、その他資産が227百万円減少しました。固定資産の減少は減価償却費98百

万円によるものです。負債側においては、流動負債は129百万円減少しました。短期借入金の減少59百万円と設

備未払金の減少71百万円等によるものです。純資産は四半期純利益28百万円の計上等により前連結会計年度

末に比べ25百万円増加し、2,381百万円となりました。

　
（営業活動によるキャッシュ・フロー）

営業活動で使用した資金は26百万円となりました。主な減少の内訳は、売上債権の増加104百万円とたな卸

資産の増加43百万円によるものであり、主な増加の内訳は税金等調整前四半期純利益33百万円と減価償却費

98百万円、仕入債務の増加37百万円等です。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

投資活動で獲得した資金は130百万円となりました。有形固定資産の売却による収入224百万円が主なもの

です。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

財務活動で使用した資金は149百万円となりました。長期借入金の返済90百万円と短期借入金の返済49百万

円が主なものです。

以上の結果、当第２四半期連結会計期間の現金及び現金同等物の期末残高は、前連結会計年度末に比べ45百

万円減少し、470百万円となりました。

　
(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第２四半期連結累計期間において、当社グループの事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

なお、本年８月、当社は合成樹脂成形品メーカーである三光合成株式会社と資本・業務提携を締結し、同

社は、株式会社アークの所有する当社株式の一部を買取り、当社の筆頭株主となりました。

当社は、プラスチック成形分野において事業関連性の強い三光合成株式会社との協業を推進し、技術や生

産拠点、人材などの経営資源の相互利用を図り、企業価値の向上を目指します。

　

(4) 研究開発活動

当第２四半期連結累計期間におけるグループ全体の研究開発活動の金額は、41百万円であります。

なお、当第２四半期連結累計期間において、研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

(5) 従業員数

当第２四半期連結累計期間において、連結会社又は提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

　

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第２四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。
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(7) 主要な設備

当第２四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末にお

ける計画の著しい変更はありません。

また、新たに確定した主要な設備の新設、除却等の計画は以下の通りです。

会社名
事業所名
(所在地)

セグメントの
名称

設備の内容

投資予定額

資金調達方法 着手年月 完了予定年月
総額
(千円)

既支払額
(千円)

提出会
社

関西工場
（大阪府枚
方市）

金型 受変電設備 31,500 ― 自己資金 平成24年９月 平成24年12月
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 28,000,000

計 28,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成24年９月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成24年11月13日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,350,000 9,350,000
大阪証券取引所 
市場第二部

権利内容に何ら限定のない当
社における標準となる株式で
あり、単元株式数は1,000株で
あります。

計 9,350,000 9,350,000― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

 該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

 該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

 該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
 

(千円)

資本金残高
 

(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成24年７月１日～
平成24年９月30日

― 9,350,000 ― 1,613,000 ― 480,862
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(6) 【大株主の状況】

　

平成24年９月30日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
(千株)

発行済株式総数に対する
所有株式数の割合(％)

三光合成株式会社 富山県南砺市土生新1200番地 3,061 32.73

株式会社アーク 大阪市中央区南本町２丁目２－９ 2,416 25.83

積水化学工業株式会社 大阪市北区西天満２丁目４－４ 935 10.00

積水工機製作所従業員持株会 大阪府枚方市野村中町62－１ 185 1.98

田　賀　春　雄 大阪府吹田市 120 1.28

尾　崎　　仁 香川県東かがわ市 101 1.08

小　泉　秀　樹 埼玉県川越市 100 1.06

株式会社滋賀銀行 滋賀県大津市浜町１－38 100 1.06

第一生命保険株式会社 東京都千代田区有楽町１丁目13－１ 79 0.84

株式会社積水工機製作所 大阪府枚方市野村中町62－１ 74 0.79

計 ― 7,171 76.70

　

(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

平成24年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 74,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,225,000 9,225 ―

単元未満株式 普通株式 51,000 ― ―

発行済株式総数 9,350,000― ―

総株主の議決権 ― 9,225 ―

(注)　「完全議決権株式(その他)」の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が1,000株(議決権１個)含まれていま
す。

　

② 【自己株式等】

平成24年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式総数
に対する所有
株式数の割合(％)

(自己保有株式) 　 　 　 　 　

株式会社積水工機製作所
大阪府枚方市野村中町
62－１

74,000 ― 74,000 0.79

計 ― 74,000 ― 74,000 0.79

　
２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期連結会計期間(平成24年７月１日

から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成24年９月30日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 516,456 470,488

受取手形及び売掛金 ※1
 2,148,030

※1
 2,252,243

仕掛品 303,063 349,085

原材料及び貯蔵品 27,146 24,926

繰延税金資産 19,686 20,337

その他 256,607 28,669

貸倒引当金 △4,000 △4,000

流動資産合計 3,266,990 3,141,750

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 635,872 618,744

機械装置及び運搬具（純額） 647,966 591,891

土地 1,529,436 1,529,436

建設仮勘定 2,401 7,866

その他（純額） 20,949 17,917

有形固定資産合計 2,836,626 2,765,856

無形固定資産

ソフトウエア 63,999 62,528

その他 4,691 4,643

無形固定資産合計 68,691 67,172

投資その他の資産

繰延税金資産 8 4

その他 140,233 122,408

貸倒引当金 △21,214 －

投資その他の資産合計 119,027 122,412

固定資産合計 3,024,345 2,955,441

資産合計 6,291,336 6,097,191
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※1
 1,497,715

※1
 1,535,335

短期借入金 1,720,466 1,660,941

未払法人税等 10,804 7,569

賞与引当金 55,900 53,200

設備関係支払手形 ※1
 6,272 9,845

設備関係未払金 79,702 8,556

その他 232,231 197,657

流動負債合計 3,603,092 3,473,107

固定負債

長期借入金 130,000 50,000

長期未払金 44,210 44,210

リース債務 126,606 115,984

繰延税金負債 28,484 29,950

退職給付引当金 2,630 2,137

固定負債合計 331,930 242,282

負債合計 3,935,023 3,715,390

純資産の部

株主資本

資本金 1,613,000 1,613,000

資本剰余金 831,151 831,151

利益剰余金 △73,856 △45,296

自己株式 △17,379 △17,421

株主資本合計 2,352,914 2,381,432

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 3,399 368

その他の包括利益累計額合計 3,399 368

純資産合計 2,356,313 2,381,800

負債純資産合計 6,291,336 6,097,191
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

売上高 3,284,878 2,843,523

売上原価 3,194,148 2,506,099

売上総利益 90,729 337,424

販売費及び一般管理費 ※1
 312,426

※1
 301,934

営業利益又は営業損失（△） △221,696 35,489

営業外収益

受取利息 61 45

受取配当金 712 421

仕入割引 1,440 1,193

助成金収入 4,112 6,509

その他 2,687 377

営業外収益合計 9,015 8,547

営業外費用

支払利息 9,326 9,608

売上割引 136 105

その他 486 501

営業外費用合計 9,948 10,215

経常利益又は経常損失（△） △222,630 33,821

特別利益

災害損失引当金戻入額 10,768 －

特別利益合計 10,768 －

特別損失

減損損失 462,508 －

退職特別加算金 183,906 －

退職給付制度一部終了損 24,489 －

固定資産除売却損 － 113

投資有価証券評価損 － 106

特別損失合計 670,904 220

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△882,766 33,601

法人税、住民税及び事業税 3,376 2,543

法人税等調整額 109,830 2,498

法人税等合計 113,206 5,041

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△995,972 28,560

四半期純利益又は四半期純損失（△） △995,972 28,560
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【四半期連結包括利益計算書】
【第２四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△995,972 28,560

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △845 △3,031

その他の包括利益合計 △845 △3,031

四半期包括利益 △996,818 25,529

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △996,818 25,529
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成24年４月１日
　至 平成24年９月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四
半期純損失（△）

△882,766 33,601

減価償却費 159,513 98,765

減損損失 462,508 －

貸倒引当金の増減額（△は減少） △1,000 △21,214

受取利息及び受取配当金 △774 △466

支払利息 9,326 9,608

助成金収入 △4,112 △6,509

投資有価証券評価損益（△は益） － 106

固定資産除売却損益（△は益） 2 113

売上債権の増減額（△は増加） 20,095 △104,212

前受金の増減額（△は減少） △113,043 13,146

たな卸資産の増減額（△は増加） 227,058 △43,207

破産更生債権等の増減額（△は増加） － 21,214

仕入債務の増減額（△は減少） △515,010 37,620

未払消費税等の増減額（△は減少） 30,800 △28,907

賞与引当金の増減額（△は減少） △25,000 △2,700

退職給付引当金の増減額（△は減少） △276 △493

その他 145,663 △7,507

小計 △487,015 △1,042

利息及び配当金の受取額 915 466

利息の支払額 △9,159 △9,633

助成金の受取額 6,154 6,509

法人税等の支払額 △7,081 △5,709

退職特別加算金の支出 － △16,646

転進支援費用の支出 － △620

営業活動によるキャッシュ・フロー △496,187 △26,675

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △47,048 △83,761

有形固定資産の売却による収入 － 224,332

その他 90 △10,372

投資活動によるキャッシュ・フロー △46,958 130,198

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） 150,000 △49,524

長期借入金の返済による支出 △176,660 △90,000

リース債務の返済による支出 △8,600 △9,763

自己株式の純増減額（△は増加） △44 △42

配当金の支払額 △103 △160

財務活動によるキャッシュ・フロー △35,408 △149,491

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △578,554 △45,967

現金及び現金同等物の期首残高 855,841 516,456

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 277,286

※1
 470,488
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【継続企業の前提に関する事項】

該当事項はありません。

　

【連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更】

該当事項はありません。

　

【会計方針の変更等】

　
当第２四半期連結累計期間

(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

（会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更）

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得

した有形固定資産については、改正後の法人税法に基づく減価償却の方法に変更しております。

これによる当第２四半期連結累計期間の損益に与える影響は、軽微であります。

　

【四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理】

該当事項はありません。

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

※１　四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しています。

なお、当第２四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満

期手形が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

　

　
前連結会計年度
(平成24年３月31日)

当第２四半期連結会計期間
(平成24年９月30日)

受取手形  4,429千円  12,755千円

支払手形 115,371 〃 116,001 〃

設備関係支払手形 2,282 〃 ―

　

(四半期連結損益計算書関係)

※１  販売費及び一般管理費のうち主要な費目及び金額は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

従業員給与手当及び賞与 107,196 千円 99,252 千円

賞与引当金繰入額 11,694  〃 11,424  〃

退職給付費用 5,410  〃 6,532  〃

減価償却費 16,047  〃 12,251  〃

研究開発費 32,639  〃 41,263  〃
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

は、次のとおりであります。

　

　
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

現金及び預金 277,286 千円 470,488 千円

現金及び現金同等物 277,286 千円 470,488 千円

　

　

(株主資本等関係)

　

 前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

　

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項

当第２四半期連結累計期間において、995,972千円の四半期純損失を計上したため、株主資本

が前連結会計年度末に比べて同額減少し、2,242,896千円となりました。

　

 当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

　

１　配当金支払額

該当事項はありません。

　

２　基準日が当第２四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第２四半期連結

会計期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

３　株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。　
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第２四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント

調整額 合計
金型 産業機器 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 2,374,402910,4763,284,878 ― 3,284,878

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,374,402910,4763,284,878 ― 3,284,878

セグメント損失(△) △154,883△66,812△221,696 ― △221,696

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

報告セグメントの損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書の営業損失は一致しています。
　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

該当事項はありません。
　

　
Ⅱ  当第２四半期連結累計期間(自  平成24年４月１日  至  平成24年９月30日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

　 　 　 　 　 　 (単位：千円)

　

報告セグメント
調整額
※１

合計
※２

金型 産業機器 計

売上高 　 　 　 　 　

  外部顧客への売上高 1,999,046844,4772,843,523 ― 2,843,523

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,999,046844,4772,843,523 ― 2,843,523

セグメント利益 5,455 20,434 25,889 9,600 35,489

(注)　※１　セグメント利益の調整額9,600千円は、セグメント間取引消去であります。

　　　※２　セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っています。
　

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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３．報告セグメントの変更等に関する事項

会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更に記載のとおり、法人税法の改正に伴い、

第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取得した有形固定資産については、改正後の法人税

法に基づく減価償却の方法に変更したため、報告セグメントの減価償却の方法を改正後の法人税法に基づ

く方法に変更しております。

当該変更による当第２四半期連結累計期間のセグメント損益に与える影響は、軽微であります。
　

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第２四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年９月30日)

当第２四半期連結累計期間
(自  平成24年４月１日
至  平成24年９月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額又は四半期純損失金
額(△)

△107円36銭 3円08銭

    (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益金額又は四半期純損失金額(△)(千
円)

△995,972 28,560

普通株主に帰属しない金額 ― ―

普通株式に係る四半期純利益金額又は四半期純損
失金額(△)(千円)

△995,972 28,560

普通株式の期中平均株式数(株) 9,277,194 9,275,828

(注)  １ 前第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、１株当たり四半期純損失であり、ま

た、潜在株式が存在しないため記載していません。

 ２ 当第２四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益は、潜在株式が存在しないため記載し

ていません。

　

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

　

２ 【その他】

　該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年11月13日

株式会社積水工機製作所

取締役会  御中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    増　　田　　明　　彦    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    市　之　瀬　　　　申    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式
会社積水工機製作所の平成24年４月１日から平成25年３月31日までの連結会計年度の第２四半期連結会計期
間(平成24年７月１日から平成24年９月30日まで)及び第２四半期連結累計期間(平成24年４月１日から平成
24年９月30日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四
半期連結包括利益計算書、四半期連結キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社積水工機製作所及び連結子会社の平
成24年９月30日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期連結累計期間の経営成績及びキャッ
シュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかっ
た。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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